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本日　８月27日㈬ 18：30  ザ クラウンパレス新阪急高知

　　　 　時　　間　　変　　更　　例　　会

次週　９月３日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　ゲストスピーチ
　　　 「龍馬生誕祭」

内田塗料㈱ 代表取締役社長 内田荘一郎 氏

第2675回　例会報告／令和７年８月６日　天候　晴
◇ロータリーソング
  「君が代」
  「四つのテスト」　
◇来訪ロータリアン及びお客様
　米山記念奨学生　　ラウダリ・スレスさん
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
いよいよ８月に入り、相
変わらず猛暑日が続いて
います。連日ニュースで
も40度を超える地域があ
ると流れていますが、皆

さん、お身体を大事になさってください。
　本日、８月６日は私達日本人にとっては忘
れてはならない特別な日です。今から80年前、
1945年８月６日、広島に原子爆弾が投下され
ました。一瞬にして町は廃墟と化し、多くの
尊い命が奪われました。広島では毎年、この
日に平和記念式典が行われ、世界中からの祈
りが捧げられています。私達はこの日を単な
る過去の出来事として捉えるのではなく、今
を生きる者として何ができるか。未来に何を
残すべきかを問い直す日でもあると思ってい
ます。
　ロータリーは第一次世界大戦後の1921年、
国際連盟への関心を高めるための活動を開始
しました。さらに、1945年、国際連合の創設
時には、ロータリーが公式に招待され、サン
フランシスコ会議にて代表を送ったという歴
史的事実があります。このようにロータリー

は単に奉仕活動をするだけではなくて、世界
の平和に積極的に貢献してきた団体であるこ
とを理解いただけたらと思います。
　なお、詳しく知りたい方は、マイロータリ
ーのウエブ上で見ることができますので、ご
覧ください。
　本日の卓話は一般社団法人スペースポート
高知代表理事の古谷文平様による「高知県に
おけるスペースポート（宇宙港）の構想につ
いて」です。後ほどよろしくお願いします。
◇地区米山記念奨学委員会より

　ホームカミング制度の
ご案内です。国内外で活
躍する学友（米山奨学生
を卒業した方）を対象に、
里帰りをしてもらい、旧
交を温め、架け橋として

働く姿をスピーチを通じて、多くのロータリ
アンに米山奨学会の意義を広く伝えるための
制度として2008年に設立されました。コロナ
禍で一旦休止していましたが、今年度から再
開します。詳細はお配りしたチラシをご覧く
ださい。
◇長期交換学生受入報告

　昨年度の長期交換学生
は７月28日、無事アメリ
カに帰りました。私の方
で５月11日から７月28日
まで受け入れを行いまし
た。７月21日、22日には、
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ケネディさんの希望で歌舞伎を見に連れてい
きました。銀座ですき焼きを食べて、歌舞伎
を見て無事に帰ったことをご報告します。写
真はホームページに掲載していますのでご確
認ください。
◇長期交換学生受け
　入れのお礼をお渡
　ししました。

◇米山記念奨学生の
　ラウダリ・スレス
　さんに奨学金をお
　渡ししました。

◇８月の会員祝日（敬称略）
•会員誕生日
　永野　正将
　西森　　大
　市川　哲司
　岡　今朝男

•配偶者誕生日
　市川　由紀　　浦田比奈子　　関　　夏子
　森田三恵子
•家族記念日
　西森やよい
•入会記念日
　関　　淑公　　松野　宏司
◇幹　事　報　告

・来週８月13日は休会で
　す。
・本日例会終了後、理事
　会を行います。
・2027－2028年度のガバ
　ナー候補者推薦依頼が

届いています。
・レターボックスに地区大会のお知らせのチ
ラシを入れています。
・８月のロータリーレートは149円です。

感的にひらめいたのが高知県にロケットを打
ち上げるスペースポートをつくることで、そ
れをＳＮＳに投稿しました。これに小松が反
応してくれて、２人の挑戦が始まりました。
　スペースポートは明確な定義はありません
が、ロケットや宇宙船が出発して帰還する場
所です。一番イメージできるのは種子島の宇
宙センターです。宇宙産業は技術革新がどん
どん進んで成長著しく、2040年には市場規模
は150兆円に拡大すると予測されています。
ロケットを打ち上げる大きな需要の一つが人
工衛星です。現在、人工衛星から得られるデ
ータを使って様々なものに取り組んでいます。
特に2020年ぐらいから人工衛星の打ち上げ需
要が爆発的に増えていて、人工衛星の打ち上
げ需要があるからロケットの打ち上げ需要が
高まるという図式です。
　宇宙産業は非常に技術革新が進む産業です。
アメリカでは13時間で３回ロケットを打ち上
げたり、民間人が高度100キロまで行って帰っ
てくるみたいなことが日常的に行われていま
す。日本でも人工衛星をたくさんつくってい
て、政府関係のものは種子島などで打ち上げ
ていますが、民間のものは全て海外に持って
行って打ち上げてもらっているのが実情で、
打ち上げ地やロケットが不足しているのが現
状課題です。
　これまでのスペースポートは離島とか僻地
のアクセスの悪い場所につくられてきました
が、内閣府の宇宙技術戦略には、スペースポ
ートを他の産業との連携、あるいは協業によ
って新たな価値創造と地方創生につなげる拠
点とする。例えば、ロケットの打ち上げを見
にくる打ち上げ観光や、アニメ、漫画では、
世界中のＳＦファンを呼び込むＳＦ祭の開催
等、新しいスペースポートを日本でつくって
いこうということが国策として書かれていま
す。
　私達が考えているスペースポートのコンセ
プトは少し大きく「アジア最大の宇宙玄関口
を高知に」です。どうせやるなら、あらゆる
宇宙輸送に対応できるように、アジア最大を
目指したいと思っています。高知は陸海空、
全てのアクセスに恵まれていて、打ち上げ場
所としての地理的利点、充実した交通インフ
ラ、中核都市までのアクセス、こういった条

件を満たす場所は全国を見渡しても多くはあ
りません。そして、商業施設、観光施設など
を組み合わせて、ここを一つのディスタネー
ションにしたいと考えています。また、宇宙
業界の人に聞くと、今までのスペースポート
の課題として娯楽がない、飲食施設がない、
つまり、宇宙産業で働く人達の快適性みたい
なところを犠牲にして成り立っていた。そう
いう点では、高知だと様々な娯楽もあります
ので、強みになります。
　現在、検討段階でいろんなアイデアがあり
ますが、我々のスペースポートは、高知市沿
岸の洋上につくりたいと思っています。打ち
上げ時は安全面を考えて一定の距離が必要で
すので、射点は洋上に。もし地震が起きた場
合、津波の第１波を打ち砕く、一種の防災機
能を兼備した射点もどうかと思っています。
高知新港も大きなメリットがあります。ロケ
ットのサイズが大きくなると船舶で運びます
ので、荷揚げをして、すぐ打ち上げができる
のもなかなかないメリットだと思います。今
実際に洋上から打ち上げているのは中国です。
船舶から小型（20ｍサイズ）のロケットの打
ち上げを、すでに何回も成功させており、ア
メリカも開発を進めているところです。日本
の大手も動き始めました。日本郵船と三菱重
工が共同で開発始めたのがロケットの回収船
です。日本が持つ造船技術とロケットの開発
力を生かして着手しています。
　国内のスペースポートの現状で二つの例を
ご紹介します。一つは北海道の襟裳岬の近く
にある人口約5,000人の大樹町です。ここは
昔からJAXAや国の宇宙開発の拠点があり、
宇宙を使ったまちづくりをしています。黒川
町長は係長時代からスペースポート構想を進
めてきて、どこが射場に向いているか全国を
回って、一つは大樹町、あと一つは高知県だ
ったそうです。大樹町はお金集めも得意で、
国からの交付金、ふるさと納税等で60億円を
調達しています。二つ目は和歌山県串本町に
あるスペースポート紀伊。ここはキャノン電
子、清水建設、ＩＨＩエアロスペースがスペ
ースワンという会社を創って、小型ロケット
の開発をしつつ、そこの専用の打ち上げ場所
として運営しています。
　三菱ＵＳＪの試算によると、軌道に乗ると

2025－2026 会長方針   

高知東ＲＣメンバーとして
矜持を持ち、他者を慮ろう

経済効果も非常に大きく、2033年では277億
円。注目は、サービス業や観光業が打ち上げ
とともに拡大します。
　一般社団法人スペースポートは、８月１日
時点で、企業会員は28社、８月中には30社を
超えると思います。個人会員は26名、その内、
宇宙産業の経歴を持った方が10名いて、専門
的な知見を持った方々が、自分でお金を出し
て我々の夢を実現するために力を貸してくれ
ています。賛助会員は高知大学、高知高専、
中土佐町、旅館組合の方々。
　昨年４月から小松と２人で動き始めて、７
月に株式会社 bunji gate を設立。ただ、多く
の方の賛同を集める必要があり、今年２月に
一般社団法人スペースポート高知を設立しま

した。４月から勉強会も開始して、会員の皆
さんと勉強を重ねています。また、子どもた
ちから年配の方まで、幅広い世代にこの構想
を分かっていただくために模型を創って、11
月以降、高知市内各所に展示していく予定で
す。よさこいや帯屋町商店街では宣伝広告も
行います。
　10月中旬に高知県知事に対して政策提言を
する予定です。そして、2029年度に高知県か
ら小型ロケットを打ち上げたいと思っていま
す。これはまず陸上からで、洋上に関する技
術開発も並行して進めながら、最終的には洋
上から打ち上げる、世界で競争力のあるスペ
ースポートにしていきたいと考えています。

　私は、中高はサッカーに明け暮れ、大学進
学後はアフリカの政治経済に関心を持ち、３
年間、アフリカに駐在。2019年、高知県に帰
って家業の経営に従事しています。今回のチ
ャレンジを共にすることになった小松聖児は、
私の中学、高校の同級生です。彼は、もとも
と宇宙飛行士になりたくて海外の大学を卒業
後、ずっと人工衛星の開発のキャリアを重ね
て、現在はニュージーランドでアメリカ系の
宇宙の企業に所属しています。彼とは２人で
アフリカを２週間ほど旅をしたこともあり、
ずっと一緒にいるわけではありませんが、人

生の節目で関係性を維持しながら、今までや
ってきたことが今回にもつながっていると思
います。
　今回の構想の出発点は、実は高知の人口減
少問題です。高知県の人口は64万人台に減少、
2050年には、坂本龍馬が生きた時代の人口水
準、45万人になります。この問題に対して、
様々な人口減少対策は、もちろん大事ですが、
民間発でもう少し大きな起爆剤が必要じゃな
いか。特に長いスパンで見たとき、高知を変
革できるテーマは何かと考えました。昨年４
月、今後の高知県の方向性を考える中で、直

•西森良文　本日の卓話、大変興味深いお話
ありがとうございました。
•岡本淳一　長期交換学生の謝礼を頂きあり
がとうございました。家内とゆっくり旅行に
行く予定ですので、旅行資金に使わせていた
だきます。
•松本隆之　古谷様、本日はお身体が万全で
ないにもかかわらず、卓話にいらしていただ
きありがとうございました。
•福岡満喜子　古谷文平様、本日は貴重な卓
話をありがとうございました。ワクワクする
よう事業で高知県を元気にしてください。
•岡　今朝男　誕生日祝いありがとうござい
ます。68歳になりました。今年は例会に出席
できるように体調管理に万全を尽くします。

願いとして、薬の量が減りますように。
•西森　大　誕生祝いありがとうございます。
次男が、第56回全国中学校サッカー大会に高
知学園中学校で出場します。奉加帳がありま
すので、よかったらご寄付お願いいたします。
•市川哲司　妻と私の誕生日祝いありがとう
ございます。妻も喜ぶと思います。目標は睡
眠をよくとって無理のないようにしようと思
います。
•浦田健治　妻の誕生日祝いありがとうござ
いました。また、スペースポート高知を今後
ともよろしくお願いします。
•関　雅明　妻の誕生日プレゼントありがと
うございます。早いもので結婚20年目になり
ます。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。
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件を満たす場所は全国を見渡しても多くはあ
りません。そして、商業施設、観光施設など
を組み合わせて、ここを一つのディスタネー
ションにしたいと考えています。また、宇宙
業界の人に聞くと、今までのスペースポート
の課題として娯楽がない、飲食施設がない、
つまり、宇宙産業で働く人達の快適性みたい
なところを犠牲にして成り立っていた。そう
いう点では、高知だと様々な娯楽もあります
ので、強みになります。
　現在、検討段階でいろんなアイデアがあり
ますが、我々のスペースポートは、高知市沿
岸の洋上につくりたいと思っています。打ち
上げ時は安全面を考えて一定の距離が必要で
すので、射点は洋上に。もし地震が起きた場
合、津波の第１波を打ち砕く、一種の防災機
能を兼備した射点もどうかと思っています。
高知新港も大きなメリットがあります。ロケ
ットのサイズが大きくなると船舶で運びます
ので、荷揚げをして、すぐ打ち上げができる
のもなかなかないメリットだと思います。今
実際に洋上から打ち上げているのは中国です。
船舶から小型（20ｍサイズ）のロケットの打
ち上げを、すでに何回も成功させており、ア
メリカも開発を進めているところです。日本
の大手も動き始めました。日本郵船と三菱重
工が共同で開発始めたのがロケットの回収船
です。日本が持つ造船技術とロケットの開発
力を生かして着手しています。
　国内のスペースポートの現状で二つの例を
ご紹介します。一つは北海道の襟裳岬の近く
にある人口約5,000人の大樹町です。ここは
昔からJAXAや国の宇宙開発の拠点があり、
宇宙を使ったまちづくりをしています。黒川
町長は係長時代からスペースポート構想を進
めてきて、どこが射場に向いているか全国を
回って、一つは大樹町、あと一つは高知県だ
ったそうです。大樹町はお金集めも得意で、
国からの交付金、ふるさと納税等で60億円を
調達しています。二つ目は和歌山県串本町に
あるスペースポート紀伊。ここはキャノン電
子、清水建設、ＩＨＩエアロスペースがスペ
ースワンという会社を創って、小型ロケット
の開発をしつつ、そこの専用の打ち上げ場所
として運営しています。
　三菱ＵＳＪの試算によると、軌道に乗ると

経済効果も非常に大きく、2033年では277億
円。注目は、サービス業や観光業が打ち上げ
とともに拡大します。
　一般社団法人スペースポートは、８月１日
時点で、企業会員は28社、８月中には30社を
超えると思います。個人会員は26名、その内、
宇宙産業の経歴を持った方が10名いて、専門
的な知見を持った方々が、自分でお金を出し
て我々の夢を実現するために力を貸してくれ
ています。賛助会員は高知大学、高知高専、
中土佐町、旅館組合の方々。
　昨年４月から小松と２人で動き始めて、７
月に株式会社 bunji gate を設立。ただ、多く
の方の賛同を集める必要があり、今年２月に
一般社団法人スペースポート高知を設立しま

した。４月から勉強会も開始して、会員の皆
さんと勉強を重ねています。また、子どもた
ちから年配の方まで、幅広い世代にこの構想
を分かっていただくために模型を創って、11
月以降、高知市内各所に展示していく予定で
す。よさこいや帯屋町商店街では宣伝広告も
行います。
　10月中旬に高知県知事に対して政策提言を
する予定です。そして、2029年度に高知県か
ら小型ロケットを打ち上げたいと思っていま
す。これはまず陸上からで、洋上に関する技
術開発も並行して進めながら、最終的には洋
上から打ち上げる、世界で競争力のあるスペ
ースポートにしていきたいと考えています。

「高知県における
　スペースポート（宇宙港）の
　　　　　　　構想について」

◇ゲストスピーチ 古谷　文平 氏

　私は、中高はサッカーに明け暮れ、大学進
学後はアフリカの政治経済に関心を持ち、３
年間、アフリカに駐在。2019年、高知県に帰
って家業の経営に従事しています。今回のチ
ャレンジを共にすることになった小松聖児は、
私の中学、高校の同級生です。彼は、もとも
と宇宙飛行士になりたくて海外の大学を卒業
後、ずっと人工衛星の開発のキャリアを重ね
て、現在はニュージーランドでアメリカ系の
宇宙の企業に所属しています。彼とは２人で
アフリカを２週間ほど旅をしたこともあり、
ずっと一緒にいるわけではありませんが、人

生の節目で関係性を維持しながら、今までや
ってきたことが今回にもつながっていると思
います。
　今回の構想の出発点は、実は高知の人口減
少問題です。高知県の人口は64万人台に減少、
2050年には、坂本龍馬が生きた時代の人口水
準、45万人になります。この問題に対して、
様々な人口減少対策は、もちろん大事ですが、
民間発でもう少し大きな起爆剤が必要じゃな
いか。特に長いスパンで見たとき、高知を変
革できるテーマは何かと考えました。昨年４
月、今後の高知県の方向性を考える中で、直

•西森良文　本日の卓話、大変興味深いお話
ありがとうございました。
•岡本淳一　長期交換学生の謝礼を頂きあり
がとうございました。家内とゆっくり旅行に
行く予定ですので、旅行資金に使わせていた
だきます。
•松本隆之　古谷様、本日はお身体が万全で
ないにもかかわらず、卓話にいらしていただ
きありがとうございました。
•福岡満喜子　古谷文平様、本日は貴重な卓
話をありがとうございました。ワクワクする
よう事業で高知県を元気にしてください。
•岡　今朝男　誕生日祝いありがとうござい
ます。68歳になりました。今年は例会に出席
できるように体調管理に万全を尽くします。

願いとして、薬の量が減りますように。
•西森　大　誕生祝いありがとうございます。
次男が、第56回全国中学校サッカー大会に高
知学園中学校で出場します。奉加帳がありま
すので、よかったらご寄付お願いいたします。
•市川哲司　妻と私の誕生日祝いありがとう
ございます。妻も喜ぶと思います。目標は睡
眠をよくとって無理のないようにしようと思
います。
•浦田健治　妻の誕生日祝いありがとうござ
いました。また、スペースポート高知を今後
ともよろしくお願いします。
•関　雅明　妻の誕生日プレゼントありがと
うございます。早いもので結婚20年目になり
ます。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。

一般社団法人スペースポート高知 代表理事
高知サンライズホテル 常務取締役



◇ロータリーソング
  「君が代」
  「四つのテスト」　
◇来訪ロータリアン及びお客様
　米山記念奨学生　　ラウダリ・スレスさん
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
いよいよ８月に入り、相
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います。連日ニュースで
も40度を超える地域があ
ると流れていますが、皆

さん、お身体を大事になさってください。
　本日、８月６日は私達日本人にとっては忘
れてはならない特別な日です。今から80年前、
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を生きる者として何ができるか。未来に何を
残すべきかを問い直す日でもあると思ってい
ます。
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おけるスペースポート（宇宙港）の構想につ
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◇地区米山記念奨学委員会より

　ホームカミング制度の
ご案内です。国内外で活
躍する学友（米山奨学生
を卒業した方）を対象に、
里帰りをしてもらい、旧
交を温め、架け橋として

働く姿をスピーチを通じて、多くのロータリ
アンに米山奨学会の意義を広く伝えるための
制度として2008年に設立されました。コロナ
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開します。詳細はお配りしたチラシをご覧く
ださい。
◇長期交換学生受入報告

　昨年度の長期交換学生
は７月28日、無事アメリ
カに帰りました。私の方
で５月11日から７月28日
まで受け入れを行いまし
た。７月21日、22日には、
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ケネディさんの希望で歌舞伎を見に連れてい
きました。銀座ですき焼きを食べて、歌舞伎
を見て無事に帰ったことをご報告します。写
真はホームページに掲載していますのでご確
認ください。
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◇８月の会員祝日（敬称略）
•会員誕生日
　永野　正将
　西森　　大
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　森田三恵子
•家族記念日
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◇幹　事　報　告

・来週８月13日は休会で
　す。
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次男が、第56回全国中学校サッカー大会に高
知学園中学校で出場します。奉加帳がありま
すので、よかったらご寄付お願いいたします。
•市川哲司　妻と私の誕生日祝いありがとう
ございます。妻も喜ぶと思います。目標は睡
眠をよくとって無理のないようにしようと思
います。
•浦田健治　妻の誕生日祝いありがとうござ
いました。また、スペースポート高知を今後
ともよろしくお願いします。
•関　雅明　妻の誕生日プレゼントありがと
うございます。早いもので結婚20年目になり
ます。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。



◇ロータリーソング
  「君が代」
  「四つのテスト」　
◇来訪ロータリアン及びお客様
　米山記念奨学生　　ラウダリ・スレスさん
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
いよいよ８月に入り、相
変わらず猛暑日が続いて
います。連日ニュースで
も40度を超える地域があ
ると流れていますが、皆

さん、お身体を大事になさってください。
　本日、８月６日は私達日本人にとっては忘
れてはならない特別な日です。今から80年前、
1945年８月６日、広島に原子爆弾が投下され
ました。一瞬にして町は廃墟と化し、多くの
尊い命が奪われました。広島では毎年、この
日に平和記念式典が行われ、世界中からの祈
りが捧げられています。私達はこの日を単な
る過去の出来事として捉えるのではなく、今
を生きる者として何ができるか。未来に何を
残すべきかを問い直す日でもあると思ってい
ます。
　ロータリーは第一次世界大戦後の1921年、
国際連盟への関心を高めるための活動を開始
しました。さらに、1945年、国際連合の創設
時には、ロータリーが公式に招待され、サン
フランシスコ会議にて代表を送ったという歴
史的事実があります。このようにロータリー

は単に奉仕活動をするだけではなくて、世界
の平和に積極的に貢献してきた団体であるこ
とを理解いただけたらと思います。
　なお、詳しく知りたい方は、マイロータリ
ーのウエブ上で見ることができますので、ご
覧ください。
　本日の卓話は一般社団法人スペースポート
高知代表理事の古谷文平様による「高知県に
おけるスペースポート（宇宙港）の構想につ
いて」です。後ほどよろしくお願いします。
◇地区米山記念奨学委員会より

　ホームカミング制度の
ご案内です。国内外で活
躍する学友（米山奨学生
を卒業した方）を対象に、
里帰りをしてもらい、旧
交を温め、架け橋として

働く姿をスピーチを通じて、多くのロータリ
アンに米山奨学会の意義を広く伝えるための
制度として2008年に設立されました。コロナ
禍で一旦休止していましたが、今年度から再
開します。詳細はお配りしたチラシをご覧く
ださい。
◇長期交換学生受入報告

　昨年度の長期交換学生
は７月28日、無事アメリ
カに帰りました。私の方
で５月11日から７月28日
まで受け入れを行いまし
た。７月21日、22日には、
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ケネディさんの希望で歌舞伎を見に連れてい
きました。銀座ですき焼きを食べて、歌舞伎
を見て無事に帰ったことをご報告します。写
真はホームページに掲載していますのでご確
認ください。
◇長期交換学生受け
　入れのお礼をお渡
　ししました。

◇米山記念奨学生の
　ラウダリ・スレス
　さんに奨学金をお
　渡ししました。

◇８月の会員祝日（敬称略）
•会員誕生日
　永野　正将
　西森　　大
　市川　哲司
　岡　今朝男

•配偶者誕生日
　市川　由紀　　浦田比奈子　　関　　夏子
　森田三恵子
•家族記念日
　西森やよい
•入会記念日
　関　　淑公　　松野　宏司
◇幹　事　報　告

・来週８月13日は休会で
　す。
・本日例会終了後、理事
　会を行います。
・2027－2028年度のガバ
　ナー候補者推薦依頼が

届いています。
・レターボックスに地区大会のお知らせのチ
ラシを入れています。
・８月のロータリーレートは149円です。

感的にひらめいたのが高知県にロケットを打
ち上げるスペースポートをつくることで、そ
れをＳＮＳに投稿しました。これに小松が反
応してくれて、２人の挑戦が始まりました。
　スペースポートは明確な定義はありません
が、ロケットや宇宙船が出発して帰還する場
所です。一番イメージできるのは種子島の宇
宙センターです。宇宙産業は技術革新がどん
どん進んで成長著しく、2040年には市場規模
は150兆円に拡大すると予測されています。
ロケットを打ち上げる大きな需要の一つが人
工衛星です。現在、人工衛星から得られるデ
ータを使って様々なものに取り組んでいます。
特に2020年ぐらいから人工衛星の打ち上げ需
要が爆発的に増えていて、人工衛星の打ち上
げ需要があるからロケットの打ち上げ需要が
高まるという図式です。
　宇宙産業は非常に技術革新が進む産業です。
アメリカでは13時間で３回ロケットを打ち上
げたり、民間人が高度100キロまで行って帰っ
てくるみたいなことが日常的に行われていま
す。日本でも人工衛星をたくさんつくってい
て、政府関係のものは種子島などで打ち上げ
ていますが、民間のものは全て海外に持って
行って打ち上げてもらっているのが実情で、
打ち上げ地やロケットが不足しているのが現
状課題です。
　これまでのスペースポートは離島とか僻地
のアクセスの悪い場所につくられてきました
が、内閣府の宇宙技術戦略には、スペースポ
ートを他の産業との連携、あるいは協業によ
って新たな価値創造と地方創生につなげる拠
点とする。例えば、ロケットの打ち上げを見
にくる打ち上げ観光や、アニメ、漫画では、
世界中のＳＦファンを呼び込むＳＦ祭の開催
等、新しいスペースポートを日本でつくって
いこうということが国策として書かれていま
す。
　私達が考えているスペースポートのコンセ
プトは少し大きく「アジア最大の宇宙玄関口
を高知に」です。どうせやるなら、あらゆる
宇宙輸送に対応できるように、アジア最大を
目指したいと思っています。高知は陸海空、
全てのアクセスに恵まれていて、打ち上げ場
所としての地理的利点、充実した交通インフ
ラ、中核都市までのアクセス、こういった条

件を満たす場所は全国を見渡しても多くはあ
りません。そして、商業施設、観光施設など
を組み合わせて、ここを一つのディスタネー
ションにしたいと考えています。また、宇宙
業界の人に聞くと、今までのスペースポート
の課題として娯楽がない、飲食施設がない、
つまり、宇宙産業で働く人達の快適性みたい
なところを犠牲にして成り立っていた。そう
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ますが、我々のスペースポートは、高知市沿
岸の洋上につくりたいと思っています。打ち
上げ時は安全面を考えて一定の距離が必要で
すので、射点は洋上に。もし地震が起きた場
合、津波の第１波を打ち砕く、一種の防災機
能を兼備した射点もどうかと思っています。
高知新港も大きなメリットがあります。ロケ
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ち上げを、すでに何回も成功させており、ア
メリカも開発を進めているところです。日本
の大手も動き始めました。日本郵船と三菱重
工が共同で開発始めたのがロケットの回収船
です。日本が持つ造船技術とロケットの開発
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　国内のスペースポートの現状で二つの例を
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回って、一つは大樹町、あと一つは高知県だ
ったそうです。大樹町はお金集めも得意で、
国からの交付金、ふるさと納税等で60億円を
調達しています。二つ目は和歌山県串本町に
あるスペースポート紀伊。ここはキャノン電
子、清水建設、ＩＨＩエアロスペースがスペ
ースワンという会社を創って、小型ロケット
の開発をしつつ、そこの専用の打ち上げ場所
として運営しています。
　三菱ＵＳＪの試算によると、軌道に乗ると

経済効果も非常に大きく、2033年では277億
円。注目は、サービス業や観光業が打ち上げ
とともに拡大します。
　一般社団法人スペースポートは、８月１日
時点で、企業会員は28社、８月中には30社を
超えると思います。個人会員は26名、その内、
宇宙産業の経歴を持った方が10名いて、専門
的な知見を持った方々が、自分でお金を出し
て我々の夢を実現するために力を貸してくれ
ています。賛助会員は高知大学、高知高専、
中土佐町、旅館組合の方々。
　昨年４月から小松と２人で動き始めて、７
月に株式会社 bunji gate を設立。ただ、多く
の方の賛同を集める必要があり、今年２月に
一般社団法人スペースポート高知を設立しま

した。４月から勉強会も開始して、会員の皆
さんと勉強を重ねています。また、子どもた
ちから年配の方まで、幅広い世代にこの構想
を分かっていただくために模型を創って、11
月以降、高知市内各所に展示していく予定で
す。よさこいや帯屋町商店街では宣伝広告も
行います。
　10月中旬に高知県知事に対して政策提言を
する予定です。そして、2029年度に高知県か
ら小型ロケットを打ち上げたいと思っていま
す。これはまず陸上からで、洋上に関する技
術開発も並行して進めながら、最終的には洋
上から打ち上げる、世界で競争力のあるスペ
ースポートにしていきたいと考えています。

　私は、中高はサッカーに明け暮れ、大学進
学後はアフリカの政治経済に関心を持ち、３
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プトは少し大きく「アジア最大の宇宙玄関口
を高知に」です。どうせやるなら、あらゆる
宇宙輸送に対応できるように、アジア最大を
目指したいと思っています。高知は陸海空、
全てのアクセスに恵まれていて、打ち上げ場
所としての地理的利点、充実した交通インフ
ラ、中核都市までのアクセス、こういった条

件を満たす場所は全国を見渡しても多くはあ
りません。そして、商業施設、観光施設など
を組み合わせて、ここを一つのディスタネー
ションにしたいと考えています。また、宇宙
業界の人に聞くと、今までのスペースポート
の課題として娯楽がない、飲食施設がない、
つまり、宇宙産業で働く人達の快適性みたい
なところを犠牲にして成り立っていた。そう
いう点では、高知だと様々な娯楽もあります
ので、強みになります。
　現在、検討段階でいろんなアイデアがあり
ますが、我々のスペースポートは、高知市沿
岸の洋上につくりたいと思っています。打ち
上げ時は安全面を考えて一定の距離が必要で
すので、射点は洋上に。もし地震が起きた場
合、津波の第１波を打ち砕く、一種の防災機
能を兼備した射点もどうかと思っています。
高知新港も大きなメリットがあります。ロケ
ットのサイズが大きくなると船舶で運びます
ので、荷揚げをして、すぐ打ち上げができる
のもなかなかないメリットだと思います。今
実際に洋上から打ち上げているのは中国です。
船舶から小型（20ｍサイズ）のロケットの打
ち上げを、すでに何回も成功させており、ア
メリカも開発を進めているところです。日本
の大手も動き始めました。日本郵船と三菱重
工が共同で開発始めたのがロケットの回収船
です。日本が持つ造船技術とロケットの開発
力を生かして着手しています。
　国内のスペースポートの現状で二つの例を
ご紹介します。一つは北海道の襟裳岬の近く
にある人口約5,000人の大樹町です。ここは
昔からJAXAや国の宇宙開発の拠点があり、
宇宙を使ったまちづくりをしています。黒川
町長は係長時代からスペースポート構想を進
めてきて、どこが射場に向いているか全国を
回って、一つは大樹町、あと一つは高知県だ
ったそうです。大樹町はお金集めも得意で、
国からの交付金、ふるさと納税等で60億円を
調達しています。二つ目は和歌山県串本町に
あるスペースポート紀伊。ここはキャノン電
子、清水建設、ＩＨＩエアロスペースがスペ
ースワンという会社を創って、小型ロケット
の開発をしつつ、そこの専用の打ち上げ場所
として運営しています。
　三菱ＵＳＪの試算によると、軌道に乗ると

経済効果も非常に大きく、2033年では277億
円。注目は、サービス業や観光業が打ち上げ
とともに拡大します。
　一般社団法人スペースポートは、８月１日
時点で、企業会員は28社、８月中には30社を
超えると思います。個人会員は26名、その内、
宇宙産業の経歴を持った方が10名いて、専門
的な知見を持った方々が、自分でお金を出し
て我々の夢を実現するために力を貸してくれ
ています。賛助会員は高知大学、高知高専、
中土佐町、旅館組合の方々。
　昨年４月から小松と２人で動き始めて、７
月に株式会社 bunji gate を設立。ただ、多く
の方の賛同を集める必要があり、今年２月に
一般社団法人スペースポート高知を設立しま

した。４月から勉強会も開始して、会員の皆
さんと勉強を重ねています。また、子どもた
ちから年配の方まで、幅広い世代にこの構想
を分かっていただくために模型を創って、11
月以降、高知市内各所に展示していく予定で
す。よさこいや帯屋町商店街では宣伝広告も
行います。
　10月中旬に高知県知事に対して政策提言を
する予定です。そして、2029年度に高知県か
ら小型ロケットを打ち上げたいと思っていま
す。これはまず陸上からで、洋上に関する技
術開発も並行して進めながら、最終的には洋
上から打ち上げる、世界で競争力のあるスペ
ースポートにしていきたいと考えています。

　私は、中高はサッカーに明け暮れ、大学進
学後はアフリカの政治経済に関心を持ち、３
年間、アフリカに駐在。2019年、高知県に帰
って家業の経営に従事しています。今回のチ
ャレンジを共にすることになった小松聖児は、
私の中学、高校の同級生です。彼は、もとも
と宇宙飛行士になりたくて海外の大学を卒業
後、ずっと人工衛星の開発のキャリアを重ね
て、現在はニュージーランドでアメリカ系の
宇宙の企業に所属しています。彼とは２人で
アフリカを２週間ほど旅をしたこともあり、
ずっと一緒にいるわけではありませんが、人

生の節目で関係性を維持しながら、今までや
ってきたことが今回にもつながっていると思
います。
　今回の構想の出発点は、実は高知の人口減
少問題です。高知県の人口は64万人台に減少、
2050年には、坂本龍馬が生きた時代の人口水
準、45万人になります。この問題に対して、
様々な人口減少対策は、もちろん大事ですが、
民間発でもう少し大きな起爆剤が必要じゃな
いか。特に長いスパンで見たとき、高知を変
革できるテーマは何かと考えました。昨年４
月、今後の高知県の方向性を考える中で、直

•西森良文　本日の卓話、大変興味深いお話
ありがとうございました。
•岡本淳一　長期交換学生の謝礼を頂きあり
がとうございました。家内とゆっくり旅行に
行く予定ですので、旅行資金に使わせていた
だきます。
•松本隆之　古谷様、本日はお身体が万全で
ないにもかかわらず、卓話にいらしていただ
きありがとうございました。
•福岡満喜子　古谷文平様、本日は貴重な卓
話をありがとうございました。ワクワクする
よう事業で高知県を元気にしてください。
•岡　今朝男　誕生日祝いありがとうござい
ます。68歳になりました。今年は例会に出席
できるように体調管理に万全を尽くします。

願いとして、薬の量が減りますように。
•西森　大　誕生祝いありがとうございます。
次男が、第56回全国中学校サッカー大会に高
知学園中学校で出場します。奉加帳がありま
すので、よかったらご寄付お願いいたします。
•市川哲司　妻と私の誕生日祝いありがとう
ございます。妻も喜ぶと思います。目標は睡
眠をよくとって無理のないようにしようと思
います。
•浦田健治　妻の誕生日祝いありがとうござ
いました。また、スペースポート高知を今後
ともよろしくお願いします。
•関　雅明　妻の誕生日プレゼントありがと
うございます。早いもので結婚20年目になり
ます。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。

ケネディ・イシャウッド 離高 ・ 想い出

ワイン同好会
2025年７月31日㈭　於：ザ クラウンパレス新阪急高知
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the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

■高知東ＲＣ当面の日程
９月３日㈬　定例理事会
９月９日㈫～11日㈭　18：30
　情報集会（得月樓）
９月17日㈬　ガバナー補佐訪問例会
　　　　　　第３回クラブ協議会
　　　　　　（例会終了後）
９月24日㈬　役員会

10月１日㈬　ガバナー公式訪問例会
　　　　　　定例理事会
10月８日㈬　創立記念夜間例会
　　　　　　（ザ クラウンパレス新阪急高知）
10月９日㈭　高知東ＲＣ創立記念日
10月15日㈬　休会
10月22日㈬　役員会
10月29日㈬　ロータリー休日

● ニコニコ箱 ●

先週まで
ニコニコ（チビニコ含む）

235,575円
27,150円
262,725円

８月６日
今期の累計

● 出席率報告 ●

８月６日
７月23日

総数
－4 51
－6 51

出席
42
38

欠席
2
0

メイク
アップ HC出席率

82.35％
74.51％

出席率
95.74％
100％

3
7
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